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山口県の地域振興と国際協力(4) 
－周南市鹿野渋川の国境をこえた地域づくり－ 

 
                   辰己 佳寿子 

要旨 
 本稿は，いわゆる「先進国」が「途上国」を援助するという従来からいわれるところの

「狭義の国際協力」ではなく，相互尊重の立場に立って互いが学び合い成長できるような

「広義の国際協力」の実現をとおして，個人の生き方や地域のあり方における新たな価値

の創造が可能であるとの仮説から，山口県周南市鹿野渋川と韓国全羅南道海南郡との国際

交流から国際協力に展開する過程を整理し，触媒となっている山口大学の役割と，これら

の地域振興・国際協力事業における成果と課題を検討する。 
 
キーワード  
 中心と周縁，地域振興，地域連携，国際交流，国際協力 
 
1 「周縁」から考える地域振興と国際協力 
 
1.1  「周縁」に置かれる地域 
日本でも韓国でも農村は「周縁」に置かれ

ている。「都市」と「農村」，「都市」と

「地方」，「都会」と「田舎」などの「中

心」と「周縁」という二重構造のなかで，都

市や都会は発展していて，農村・地方・田舎

は遅れていると捉えられがちである。この優

劣構造の「劣」の側におかれると，自尊心が

損なわれ，劣等感を蓄積し，常に従属する立

場に置かれ続ける傾向がある。 
戦後，日本の農村は徹底的に否定され続け

てきた。農村がもつ共同体的要素は封建遺制

として近代化の阻害要因と捉えられ，その解

体が進められてきた。農村は「カソカソと奇

態なつぶやきをあげている村（椎名猛氏の詩

の一部）」（山本， 1986 ）として捉えら

れ，農村に暮らす人々も「私たちはいまさら

ほかの仕事にかかわることはできません。だ

から私一代は百姓をしますが，子供たちに百

姓をさせようとは思いません」（宮本

1972 ）という言葉に象徴されるように，子

供たちを都会へ送り出してきたのである。 

 
1.2  国内外の学術的・実践的な動き 
農村の過疎化，都市の過密化が急速に進ん

だ高度経済成長の背景で，いわゆる「近代

化」の意味を問う学術的および実践的動きが

山口県およびその周辺では起こっていた。 
1960 年代になって，山口大学（当時）の

山本陽三（農村社会学）や島根大学（当時）

の安達生恒（農業経済学）が中心とした，共

同体的な自治の活性化こそが農業・農村の振

興のポイントになるという「ムラの再評価

論」が登場した（木下， 2006 ）。 1982 年

には中国地方から「過疎を逆手にとる会」が

生まれ，いわゆる「周縁」にある価値を見直

そうという実践的な動きも生まれた。 
1980 年代前半には，山口大学（現学長）

の丸本卓哉（土壌学）は「人間らしく生きる

ルールはどこにいったのだろうか」と疑問を

投げかけ，研究者，実務者，政治家，行政・

企業関係者，農家，青年海外協力隊 OB など

に声をかけ，アジア農村の人的資源を開発す

る会 (JaDHRRA: Japanese Branch for the 
Development of Human Resources in 
Rural Asia) を組織している。 
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JaDHRRAは，アジア農村の人間性と生活

レベルの向上を目指し，相互尊重の立場に立

って，真の農村開発のために奉仕する人的資

源の開発を目的としている。 
JaDHRRAが 1982 年に発行した『アジア

へかける橋』では，東和大学（当時）の室靖

が，「日本は “ 物 ” の点では非常に国際化が

すすんでいる反面， “ 心 ” の面では，いまだ

に島国のなかに住んでいて，地球市民として

の自覚がうすい」と指摘し，「人間が人間を

尊重する文化，慈悲の心，助け合いの心，家

族が一つの単位として老人を敬う，一つのコ

ミュニティの不幸は，コミュニティ全体で悲

しむ，長老が死ねば村全体が悲しむ伝統の価

値観，大自然と調和した生活のたたずまいを

良とする価値観，このような共通の文化を掘

り起こして交流することこそがアジアの人々

と手を取り合うことの糸口である」と述べて

いる。 
さらに，東京都から参加した山田経三は，

「強者と弱者の関係を越えずして， “ 心と心

のふれあい ” を説くことはナンセンス，アジ

アの人びとと，同じ裸の人間として対等の関

係をもつことが基盤の第一であり，彼らとの

交わりを通して，我われ自身が学ぶことが大

切，我われが，経済的発展に目を奪われて，

とかく忘れている文化的，伝統的なものを

“ 素晴らしい ” と言われたとき，ハッとわが

身に返る，このことを素直に受け止めて人間

的価値を改めて大事にしたい」と述べてい

る。 
つまり，JaDHRRAは， 1980 年代から，

「中心」に位置付けられた「先進国」が，

「周縁」の「途上国」を援助するという従来

からいわれるところの「狭義の国際協力」で

はなく，相互尊重の立場に立って互いが学び

合い成長できるような「広義の国際協力」の

実現をとおして，個人の生き方や地域のあり

方における新たな価値の創造が可能であると

の考え方を基礎に，真の国際人が出逢う

「場」をつくっていたのである。 
 
1.4  問題意識を共有する人々が出逢う

「場」の創出 
昨今，国内外問わず，以上のような問題意

識をもった人々が集まり，それぞれの専門性

をもち役割を担いながら，協働関係をつくる

ネットワークが生まれつつある。このネット

ワークの質やつながりの強さは，国境をこえ

て異文化であればあるほどインパクトが大き

い (JICA2008) 。 
JaDHRRAの例でもわかるように，このよ

うな「場」の創出においては，誰もがすぐに

つながることができるわけではなく，中立的

な立場で，常に国境をこえた普遍的テーマを

追求し，グローバルで且つローカルな存在で

ある地方総合大学が大きな役割を果たす。 
現在，山口大学では，JaDHRRAの哲学を

引き継ぎながら，国際協力の里ネットワーク

を構築しようとしている。それは，山口大学

が触媒となって山口地域と国際社会とのかか

わりを強化し，その活性化を図ることを目的

としている。このネットワークは，山口県お

よび近隣地域における産・学・公・民の密接

な連携により，国際交流から国際協力への転

換を通じた人材育成を狙っている。 
本稿では，山口県周南市鹿野渋川の農村振

興を事例としてとりあげ，山口県周南市鹿野

渋川と韓国全羅南道海南郡との国際交流が国

渋川の冬の風景 
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際協力に展開する過程を整理し，触媒となっ

ている山口大学の役割と，これらの地域振

興・国際協力事業における成果と課題を検討

する。 
 

2 渋川の女性たちの地道な地域づくり 
 
2.1  渋川の概要と女性組織 
山口県周南市鹿野の渋川地区（以降「渋

川」という）は，山口県山間部に位置し，県

内では雪の多い地域である。 2010 年住民基

本台帳によると，周南市鹿野の人口は 3,891
人（世帯数 1,797 ）で，高齢化率は40.3%で

ある。鹿野なかでも渋川は，人口 120人（世

帯数 62 世帯）で高齢化率は65.0%である。 
このように厳しい状況下においても，渋川

の女性たちは，明るく，たくましく，しなや

かに，したたかである。女性たちの多くは，

「嫁」として何も知らない地域に嫁いでき

て，そこで新しい人間関係を作り，仲間を作

り，地道に活動してきた。 
その典型的な例が，渋川の生活改善実行グ

ループである。生活改善実行グループとは，

戦後，全国的に展開された生活改良普及事業

の一環で，農家女性の生活改善を促すために

つくられた女性組織である。生活改善実行グ

ループの特徴は，問題を感じたらグループ員

で常に話し合い，課題を明確にして，その解

決策を実行するという課題解決型アプローチ

である。台所の環境改善，作業服の改善，栄

養改善，家計簿記帳等からはじまり，さまざ

まな農家の問題に取り組んできた。さらに，

このグループは，若嫁たちの悩みを共有し合

う場でもあった。姑から「女というものは，

そねぇ，家を空けて出るものではない」と言

われることもあったが，グループの仲間たち

と会えば，いろんな話も聞けるし，「こうし

たときにはこうするんよ」という知恵をもら

うことができたという。 
 
2.2  台所改善から地域づくりへ 
渋川の生活改善実行グループは 1960 年代

に発足する。 1970 年代には集会所・加工所

を建設し， 1980 年代には長野山緑地公園の

経営に参入。，女性たちは徐々に社会的・経

済的能力を高めていき，活動の「場」が台所

から地域へと広がった。 
2003 年には，生活改善実行グループが中

心になって，過疎化，少子・高齢化の地域の

課題を解決するために，「渋川をよくする

会」を結成した。全戸加入の団体である。

「渋川をよくする会」の役員は，自治会長や

中山間地域等直接支払制度の集落協定世話

人，生活改善実行グループなどの組織の代表

22 人で構成されている。地域全体の活動で

ある場合，男性中心になる傾向があるが，こ

の役員構成は男女半々となっている。男性た

ちから「女性たちが前にでてやってみんか」

との声が上がり，会長には安永芳江さんが抜

擢された。女性たちの地道な活動が男性たち

に認められた瞬間であった。 
「渋川を良くする会」は，その後，荒れた

田んぼを花壇にする取り組み，盆踊りやしめ

飾りなど渋川の伝統文化や高齢者のもつ技術

の伝承，子供たちのための川の遊び場づく

り，地域資源点検と行動計画の作成などに取

り組んできた。 2007 年には農山漁村いきい

きシニア活動表彰最優秀賞（農林水産省経営

局長賞）を受賞した。 生活改善実行グループ（ 1986 年撮影）
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3  韓国からの訪問者（ 2009 年 7 月） 
 
3.1 素朴な農村がみたい 

2009 年 6 月，韓国から山口大学のエクス

テンションセンターに連絡が入った。韓国と

日本の農村を比較研究している韓国人研究者

の玄義松さんからであった。「私は日本中の

農村をたくさんみてきましたが，モデル的な

農村ではなく，素朴な農村を訪問したいので

すが，案内してもらえませんか」という依頼

であった。 
玄義松さんは，ソウル大学卒業後，韓国の

農協に入り，農協の会長や農業新聞の社長を

経験し，エリート人生をまっしぐらに走り抜

けてきた。 40 数年間の自分の人生を振り返

って「私のこれまでの人生は，仕事一筋，趣

味もなし，本当につまらなかったと思いま

す。今，日本や韓国の農山漁村の方々と出逢

って，人生を楽しんで，いきいきと暮らして

いる様子をみるとうらやましく感じることが

あります」という。現在は，ＮＰＯ韓日農

業・農村文化研究所の理事長を務めながら，

自分の農地を耕し，日本や韓国の農山漁村を

歩き回って農村の文化の重要性，農村の豊か

さに関する講演や調査などを行っている。 
2009 年 7 月，山口大学エクステンション

センターが触媒となって，渋川を訪問するこ

とになった。 
 
3.2 キムチづくりを習いたい 

2009 年 7 月夜，渋川の石船温泉で，玄義

松さんの一行（玄義松さん夫婦とその友人の

合計４人と山口大学エクステンションセンタ

ー教員辰己佳寿子）と渋川の人々が集った。

渋川からは，「渋川をよくする会」の安永芳

江さん，自治会長の安永守さん夫婦，山口県

ルーラルガイドの植田忍さんと忠代司さん夫

婦，山口県農家生活改善士・渋川民生員の山

崎弘子さんと美治さん夫婦が出席をした。 
地元の料理を食べながら，現在の農業・農

村に関する談義が始まった。初対面とは思え

ないほど打ち解けた。すぐに仲良くなれたの

は，互いが農業・農村のことを真剣に考えて

いて，日本も韓国も過疎化，少子高齢化とい

う共通の課題を抱えているからである。 
話題が農業・農村問題から徐々に「食」の

問題に移行していったとき，玄義松さんの奥

さんが，「韓国のキムチは，白菜，キュウ

リ，大根などさまざまな種類があり，家庭に

よって味が違うのです」と言った。間髪入れ

ずに，植田忍さんが「本場のキムチの作り方

を習いたいのです！」といった。そして，渋

川の女性たちの間で「韓国にキムチを是非習

いにいきたい！」との話が持ちあがった。交

流会の話が，数カ月後，現実のものとなる。 
 

しめ縄づくりの講習会 

石船温泉（於渋川）での交流の様子 
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3.3  身の丈にあった生き方と風土 
 翌日，玄義松さん一行は，農家レストラン

「たぬき」を訪問する。「たぬき」は寺戸光

政さんとひろみさんが 2007 年に開業した。

寺戸夫婦は 27 年間，スーパーを経営してき

たが，仕事に追われる日々が続く中で，ひろ

みさんの偏頭痛が悪化したため，渋川にＵタ

ーンをして，農林業に従事しながら週末だけ

農家レストランを営業している。 
 多くの人々が地域づくりの現場に来ると，

「売り上げはいくらですか？」「来客数は何

人ですか？」と数字に関する質問をする。有

名なところは，何億円もの売り上げがあり，

経済効果が地域を活性化させている。たしか

に，地域活性化はきれいごとだけでは成り立

たない。対価が支払われること，そしてそれ

なりに経済的余裕が生まれることは重要であ

る。ただ，渋川の人たちは決してもうけ主義

には走らない。自分たちの暮らしを大切にし

ながら経済生活を営んでいく絶妙なバランス

感覚がある。 
寺戸さん夫婦は「儲けようと思ったらいろ

いろできますが，そんなことをしたら，何の

ためにスーパーを辞めてここに戻ってきたか

わからなくなってしまいます。私たちにゆと

りがなければ，迎えるお客さんにもそれが伝

わってしまいますから」という。 
渋川には，「地域にあるもので，できる範

囲でやっている」「身の丈にあった商売を」

「儲け主義に走ったら，いなか暮らしのよさ

がなくなってしまう」と経済だけに傾斜せ

ず，生産や経済でさえも暮らしの視点からみ

ていく，そういう風土がある。 
 
4  山口大学公開講座 ｢ 生活改善ってな

に？ ｣ （ 2009 年 10 月） 
 
4.1  山口大学と渋川の地域連携を中心とし

た公開講座 
山口大学は，社会連携，地域連携の組織的

総合的取り組みを推進する機関として，

2003 年にエクステンションセンターを設置

した。基本理念は，「山口大学が持つ人的，

知的資源の有効な活用により，地域社会との

多様な連携を推進，地域の教育・文化の振興

を支援するとともに，社会連携を通して地域

に開かれた『発見し はぐぐみ かたちにす

る知の広場』の実現を図る」というものであ

る。特に公開講座はエクステンションセンタ

ーの中心的な事業であり，昨今は地域連携を

中心としたフィールド型の公開講座に力を入

れている（辰己・高橋 2010 ）。 
2009 年 10 月，山口大学と渋川の地域連

携を中心とした公開講座として，「生活改善

ってなに？山口県生活改善運動の今と昔」と

いうフィールド型の講座が開講された。一般

的に「生活改善」というと，台所の環境改善

や栄養改善などと限定して捉えられがちであ

るが，この講座では，元生活改良普及員の体

験談や生活改善実行グループの活動，海外の

農村での普及活動などを通して，「豊かな暮

らしとはなにか」「誇りとはなにか」「生き

がいとはなにか」「むらを基点とした生き方

や地域づくりとは」などの普遍的なテーマ

を，渋川の生活改善の現場で，受講者，講

師，地域住民が共に考えていくというもので

あった。渋川の奥山である長野山緑地公園に

宿泊するオプションコースを含み，講座概要

は以下のとおりである。 
 
2009 年 10 月 10 日（土） 13:00 ～ 16:10  
（於山口大学吉田キャンパス：山口市）  

・辰己佳寿子（山口大学エクステンションセ 
ンター准教授）「今，なぜ生活改善なの

か」 
・藤井チエ子（元山口県農村女性・むらおこ 

し推進室長，元生活改良普及員）「生活改

善からみえてくる女性の生き方」 
・坪郷英彦（山口大学人文学部教授）「住生 

活改善はどのように受け入れられたか―山
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口・埼玉の事例―」 
 
＜山口市→周南市鹿野渋川長野山へ移動＞ 
・夜談講 19:00～地元の食材を活用した夕食 

をみんなで食べながら「長野山の自然の中

で生活改善を考える会」を開催。 
（於 長野山緑地公園：周南市鹿野） 

 
2009 年 10 月 11 日（日）9:00～ 12:30  
（於 長野山緑地公園：周南市鹿野） 

・安永芳江（渋川をよくする会会長） 
「みんなで支え合い，地域を守る渋川」 

・植田忍（山口県ルーラルガイド） 
「長野山から豊かな自然と住みよい地域を

考える」 
・山崎弘子（山口県農家生活改善士） 

「集落点検から未来の渋川を想う」 
・太田美帆（東京大学大学院新領域創成科学

研究科助教）「海外に広がる生活改善」 
 
4.2 公開講座受講者の声 
 受講者は， 20 歳代から 60 歳代にかけて

大学院生，会社員，大学教員，農家など 12
名が参加した。受講者からは以下のような声

が寄せられている。 
・さまざまな立場から，視点から，講義をい

ただき本当に勉強になりました。この度は体

験型の講座（お話を伺い，訪問し，美味しい

ご飯をいただくなど）を，どうもありがとう

ございました。 
・一泊二日のプログラムの運営は素晴らし

い。初日の講義と二日目の現地発表方式によ

る構成が効果的であった。理論と実践のつな

がりを理解する上で参考になった。 
・今回のテーマである ｢ 生活改善 ｣ につい

て，表面的・表層的な理論ではなく，実際に

活動に深く関わってこられた方々や様々な立

場からのお話を伺うことができ ｢ 知に足の着

いた ｣ 深い話しを聞くことができました。こ

れは個人では不可能で，信頼関係に基づくネ

ットワークを持つオーガナイザーが企画した

公開講座だからこそ可能になった内容だと思

います。貴重な場に参加させて頂いたことに

感謝申し上げます。今回学び考えたことをど

う自分のフィールドに活かしていけるかとい

う点については，まだまだ考察の時間が必要

だと思いますが・・・。 
 
4.3  公開講座から国際協力へ 
この公開講座終了後，翌年の公開講座の開

催について山口大学から依頼をしたところ，

渋川からは以下の回答が返ってきた。「公開

講座は良い経験になりました，それはそれと

して・・・キムチづくりを本気でやりたいの

です」「廃校になった小学校が加工所になる

から，新しい加工品の開発を考えちょるんで

すよ」「こういうときのために，私らはお金

をちょっとずつ貯めてきとるじゃからキムチ

を習いに韓国へ行きましょう」というもので

あった。 
渋川では少子化の影響を受けて 1993 年に

渋川小学校が休校となり， 2009 年に廃校と

なった。その跡地に地域振興のための加工所

を建設する計画が浮上していた。つまり，渋

川の女性たちにとっては，キムチづくりが単

なる「学び」ではなく，次の地域づくりを展

開するため戦略のひとつとして位置づけられ

ていたのである。 

山口大学公開講座の様子 
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＜日程表＞ 

3月5日 午後 下関国際港発（フェリー泊） 

3月6日 

午前 釜山→光州→海南（バス） 

午後

イチゴ栽培の視察  

美黄寺の文化とお茶について（講演） 

海南サイバー農業人研究会との対面（自己紹介） 

（宿泊：テンプルステイ） 

3月7日 

午前 朝の礼仏と座禅。ウニャン茶園有機農醗酵茶 

午後
「食」を通じた日韓の農村交流（各料理試演） 

（宿泊：伝統的家屋の旅館） 

3月8日 

午前 セミナー：渋川の取組について発表 

午後

韓国伝統菓子試演、キムチ漬け体験学習 

海南サイバー農業人研究会との意見交換会 

（宿泊：農家でホームステイ） 

3月9日 
午前 人と自然を尊重する伝統文化団地の取組視察 

午後 海南→釜山（釜山泊） 

3月10日
午前 打合せ（研修の成果と今後の展開について） 

午後 釜山国際港発（フェリー泊） 

3月11日 午前 下関国際港着 

 

生活改善から地域づくりへ展開してきた渋

川の活動。交流から滞在，定住へという政策

どおり，UJIターンも少しずつ増えつつあ

る。そして，新しい住民と地元の人々の交流

も行ってきた。子どもの体験や都会との交

流，家族協定までいろいろな活動が行われて

きている。しかし，現在，活躍しているの

は，いわゆる高齢者。これまでの数十年は走

り続けてきたが，実は，これからの十年の地

域像が明確にみえていない。これは多くの農

村でも共通している課題である。今，次へ一

歩踏み出す何かが農村では求められている。 
安永芳江さんの「次を考えるために，国境

でも越えてみようかなと思いまして」という

言葉が，その状況を象徴している。 
 
5  韓国全羅南道海南で「農村（渋川）」と

「農村（海南）」が出逢う（ 2010 年 3 月） 
 
5.1  いざ，韓国へ 
以上のような経緯から， 2010 年 3 月 5 日

～ 11 日まで，韓国の農村（全羅南道海南

郡）を訪問することになった。メンバーは，

2009 年山口大学の公開講座の講師を務めた

安永芳江さん，植田忍さん，山崎弘子さん

と，Ｕターンで農家レストラン「たぬき」の

女将の寺戸ひろみさん，周南市鹿野へのＩタ

ーン者である藤永静江さんと山口大学エクス

テンションセンターの辰己佳寿子，合計 6 名

であった。 
韓国側の受け入れは， 2009 年 7 月に渋川

を訪問した玄義松さんの取り計らいで，海南

サイバー農業人研究会が担当することになっ

た。この団体は，韓国全羅南道海南郡でＵタ

ーンやＩターン者が新しい農村づくりに取り

組んでいる農家の集まりで，インターネット

販売を中心に行っている。 
日程は表のとおりである。宿泊は，農家と

の交流を深めるための農家でのホームステ

イ，文化を体感するためのテンプルステイや

伝統的家屋であり，地域づくりに関する意

見交換を行うセミナー，食を通じた交流，キ

ムチ講習会などが行われた。 
言葉の不安はあったが，日本料理と韓国料

理の食の交流会で互いが料理を作り始める

と，女性たちは，言葉がわからないのに，

「これはなに？」「これはどうすればい

い？」「あれはない？」「いやいや，こうや

るのよ？」と，コミュニケーションをはかっ

ていた。  
 
5.2  キムチづくりを学ぶ 
キムチ講習会では，海南サイバー農業人研

究会のなかでも「キムチ名人」といわれる呉

英心さんが講師となった。韓国のキムチも作

り方が簡素化されたり，工場でつくられるも

のを購入する傾向が増えているが，呉さんは

家の秘伝のキムチの作り方を祖母から受け継
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いでいた。 
 白菜の切り方，塩の付け方，唐辛子の混ぜ

方などひとつひとつ丁寧な説明で講習会が進

んでいった。ただ，「だし」については，は

じめから用意されていて，それらを混ぜるだ

けだった。しばらくして，渋川の女性たちの

方から「あの～，だしのとり方はどうなんで

しょうか。秘伝なのでしょうが，分量を教え

てもらえないでしょうか。それを知りたく

て，私たちははるばる日本の山奥からここま

で来たのです。どうか，お願いします」。呉

さんは，ちょっと困った顔をしながら，肩を

すくめて，少し悩んだ結果，だしのとり方を

説明した。渋川の女性たちは，ひと言も聞き

洩らさないよう熱心にメモをとっていた。 
  
5.3  同時代的課題に共鳴しあう 
キムチづくりが終わった後，海南での最後

の夜の交流会が始まった。「みなさまの温か

さが心に浸み込んできました」と安永芳江さ

んが涙声になりながら挨拶をする。 
交流は，ただ楽しいだけで終わったわけで

はない。渋川で民生委員も務めている山崎弘

子さんが，渋川でのひとり暮らし老人の孤独

死の話を始めた。「ちょっと前まで元気だっ

たのに，見つけた時には息を引き取って時間

が経っていました。これが今の限界集落の実

態なのです。私でできることはなんとかやっ

てはいるのですが・・」と現状を吐露した。 
これは渋川だけの問題ではない。そして，

日本だけの問題でもない。海南のメンバーか

らは，「韓国は日本よりも高齢化のスピード

が速くて，高齢者がどう生きていくか，個人

の生き方が問題になっている。個人がどう生

きるかを現代ほどつきつけられる時はないの

ではないか。是非，一緒に考えていきましょ

う」という意見が出た。 
この日韓の出逢いの場は，それぞれの農村

で屹立している農家が出逢うことで，自信や

誇り，やりがいを感じ，国境を越えた共通課

題を考え，学びあう場であったといえる。生

きることの意味を問う姿勢に国境はない。最

後のお別れの場面では，気丈な女性たちが最

後に涙を流し抱き締めあった。 
 
6  周南市鹿野渋川で「農村（渋川）」と

「農村（海南）」が再会する（ 2010 年 7
月） 
 
6.1  日本での再会 

2010 年 7 月，海南サイバー農業人研究会

のメンバー，全南農業技術研究院の研究者，

海南郡農業にかかわる行政関係者，大学関係

者など 20 名が渋川を訪れることとなった。

その内容は，周南市や農林事務所の取り組

み，行政と地域の連携のあり方に関する勉強

会，農産物加工所および直売所，道の駅等の

視察，むらづくり活動検討会「どうやってつ

くる！後継ぎが帰りたくなるむらづくり」ワ

ークショップ（周南市の４地域，留学生，日

本人学生，韓国訪問団でグループに分かれて

意見交換→発表），加工所建設予定地の視察

（→韓国側から助言を得る），農家ステイや

文化交流であった。 
山口大学としては，地域連携・社会連携事

業から国際協力の里事業へと体制を切り換

え，山口大学国際協力の里推進体が触媒とな
韓国海南での交流の様子 
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って周南地域と韓国訪問者とのかかわりを強

化し，それぞれの活性化を図る方向で，全面

的にバックアップすることとなった。実施体

制は図のとおりである。これらの交流事業

は，「渋川を良くする会」が中心となって実

施したが，周南市農林課・いのち育む里づく

り課，周南市鹿野支所，周南農林事務所，渋

川の各自治会， NPO 日韓農業農村文化研究

所，徳山大学，広島修道大学，そして山口大

学の教職員・日本人学生・韓国人留学生など

多くの人々が出逢う「場」となった。 
 
6.2  参加者の声 
＜渋川側＞ 
・下関に海南一行を迎えに行った時，遠い昔

に別れた人に会いに行った時の気分でした。

海南のみなさんの顔を次々に見たときは，と

ても懐かしく思えて嬉しかったです。 
・海南の方々の人間性に触れ，考え方に触

れ，私自身パワーをいただき，勉強になりま

した。海南の方々に負けないよう技術を磨

き，前向きに努力していきたいと思った。 
・海南の方々の前向きな姿勢，パワーを感

じ，刺激を受けた。ものごとを楽しく進めて

いく姿勢に感銘を受けた。商売熱心であり，

我々も学ばなければならないと痛感した。 
・渋川地域の方々が参加してくれた（高齢者

から青年，子供達も）。渋川地

域のみんなで受け入れようとい

う雰囲気があった。渋川の人々

で話し合いながら進めてきた過

程は評価できる。 
・海南の人々を受け入れること

で，鹿野内や周南市内など関係

者と知り合う機会になり，国内

のネットワークが広がった。夫

婦間や渋川地域の人々，鹿野の

人々，周南市の人々などつなが

りも強まった。 
・これまで他人を家に泊めるこ

とに躊躇していたが，今回のホームステイで

は，それぞれの家族がそれぞれのおもてなし

をした。ホームステイの夜は，農業の話，暮

らしの話，文化の話など，夜遅くまで話し込

んだところもある。韓国に行っていない家庭

も協力してくれた。 
・山口大学，徳山大学，広島修道大学，木浦

大学（韓国）の日本人学生や留学生，通訳の

方々，行政，大学関係者が参加し，それぞれ

の役割を果たしてくれてたいへん助かった。

若い人たちが参加することで活気が出た。 
・海南の男性たちが後片付けなどよく動いて

くれたので，渋川の男性陣も刺激を受けたよ

うだ。反省会ではとうちゃんたちが食器を洗

っていた。たとえば，ホームステイ受け入れ

にあたって，とうちゃんたちが家の掃除をし

ていた。驚くべきことである。 
 
＜韓国側＞ 

いろんな場所を回って，そして考えて，そ

うする中で周南市の農業について学ぶ点と改

善点が分かるようになりました。私たちにと

って本当に有益な時間になりました。今回の

交流を通して韓国と日本の農業の現況を比べ

ながら両方とも大切なことがあることをしみ

じみ感じました。互いに苦しい状況だとして

も農業と農村は私たちの希望だと思っており

図 実施体制 
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ます。特に地域注民が前向きになって自らの

マインドを育ていくのが一番大事なことだと

思っております。皆が自分の地域づくり方案

について頭をひねって考え，計画を立てて，

そして協力しあっていけば必ず住みたくなる

農村になり，後継ぎがどんどん帰りたくなる

地域になることに間違いありません。これか

らもお互いに農村，農業，農民の発展方案に

ついて研究と交流を続けていくことを願って

おります。再び申し上げますが，今回のプロ

グラムにご協力して下さった皆さま心から感

謝のお言葉を申し上げます。お互いに協力し

合って効率的で安定的な農業ができ，人々が

住みたくなり心豊かに暮らせる農村をつくり

ましょう。 
 
＜山口大学留学生＞ 
・最初は，通訳の負担が強くありましたが，

日本の方も韓国の方も，すべての方々が私た

ちに家族のように親切にしていただき，良か

ったです。 
・現在，韓国と日本の地方の状況が似ている

し，それらの問題に多くの方々が研究して努

力していることを知りました。 
・農村の問題は，地域経済，都市格差などの

理論的な部分ぐらいしか知らなかったのです

が，実際に現場にいったことで，地域産業の

経済的な面についてもう一度考えて見て，自

分でもっと勉強してみたいというきっかけに

なりました。 
・文化が異なる地域がお互いを理解するに

は，多くの時間がかかると思いました。交流

とは，一方が相手を説得するのではなく，相

手と自分が自然にひとつになるように，水が

流れるように行われるのが理想ですが，まだ

まだ努力が必要だと思います。 
・都市出身なので，田舎ははじめてだったの

ですが，思っていたより快適だったし，不思

議なものがいっぱいでした。日本の田舎を体

験するのは簡単にできることではありません

が，こんな機会をくださった関係者の皆様に

心から感謝します。 
 
＜山口大学日本人学生＞ 
・むらづくり活動検討会では，韓国側と日本

側によるむらづくりについて話し合いをしま

した。そこで人によってむらに対する見方が

違うことに気付きました。日本側と韓国側の

真剣な想いを聞くことができました。 
・ホームステイ先の方の話から渋川が抱えて

いる問題を聞いて，少子化が進んでいる日本

ではこれから先同じような問題が全国各地で

起こりうると思いました。私の実家も田舎

で，同じような問題を抱えているので，人ご

とじゃない気がしました。  
・私が特に刺激を受けた出会いは山口大学に

来ている韓国人交換留学生との交流でした。

彼らは我々と年齢はあまり変わらないのに，

外国語である日本語をとても流暢に話すの

で，韓国の学業のレベルの高さを思い知らさ

れました。 
私は英語も韓国語も全く話せないので，今回

のイベントで韓国の方に話しかけられても笑

顔でごまかすことしかできず，本当はもっと

交流したいのにできないという悔しい思いを

しました。しかし，わからなくても懸命にわ

かるまで話しかけてくれる方もいて，そんな

方々と話しをするのはとても嬉しかったで

むらづくり活動検討会の様子 
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す。私はこの悔しい思いと嬉しい思いをバネ

に，もっと国際交流に興味を持ち，将来の自

分に役立てていきたいと思っています。 
 
6.3  今後の課題 
 参加者の声からもわかるとおり，参加者そ

れぞれがさまざまな思いをもって参加してお

り，国境をこえた人々が出逢う「場」をとお

して，個々人の考え方，行動に何らかの影響

が及んでいる。海南との関係構築はいうまで

もないが，受け入れをとおして，夫婦間や地

域内外の交流が活発になり，連携体制がつく

られたこと，留学生や日本人学生たちの問題

意識を喚起したことは注目に値する。 
丸本（ 1995 ）が，真の国際人を，「地球

上のあらゆる問題を身近な問題としてとら

え，その解決策について国際的視野に立って

考え，それを自分自身の活動として実行に移

すことのできる人」といっていたように，そ

ういう芽が少しでも芽生えてきているのでは

ないだろうか。 
 今回の受け入れ事業をとおして，以下のと

おり，いくつかの課題が明確になった。 
・先方の農業の状況や地域の状況，生活状況

などを把握していなかった。事前に勉強会を

開いていたらもっと理解が深まった。調査研

究が必要である。 
・今回の受け入れは，渋川にとっては，大イ

ベントとして位置づけられる。初回としては

たいへん意味のあることである。今回，海南

の方々から刺激を受けたので，これを機に強

まったつながりを発展させ，今後は，直面し

ている渋川のむらづくりの課題解決へ，少し

内側に目を向けて実行していくことが重要で

ある。ある意味，これからが本番である。 
・このような交流は，続けていくことが大事

だが，受入側が無理をしていては続けること

は不可能。今後は民間レベルで，少人数体

制，地域で受け入れられる規模，そして，

「量」よりも「質」を追求することが重要。 

・行政や大学の役割はあくまでも支援や触

媒。山口県，周南市，山口大学はそれぞれの

得意な分野で協力していくことは可能だが主

役ではない。協力体制は構築されつつあるの

で，今後は，地域が中心になって民間交流を

どのように進めていくか，地域側の事務局機

能や実施体制の確立が重要。そうすること

が，海南との交流だけでなく，今後の加工所

建設および加工所を通じたむらづくりを実行

していく体制につながる。 
・今回の経験を通じて，渋川もしくは鹿野の

スロー・ツーリズムの受け入れスタイルの確

立が可能である。今回得られたノウハウや改

善点が，今後，地域外（国外も含めて）の

人々を受け入れる「渋川型のスロー・ツーリ

ズム」のあり方を検討していくきっかけとな

る。 
 
7  地域と地域がなぜ共鳴するのか 

 
本稿で事例として取り上げた山口県周南市

鹿野渋川は，いわゆる「限界集落」 (65 歳以

上の高齢者半数以上の集落 ) と呼ばれている

が、そういう状況下においても、農業・農村

で屹立し、自分たちの地域の良さや人間らし

さを再確認し、農村の地域振興に励んでいる

地域である。 
日本だけでなく、韓国においても、少子・

山口大学訪問 
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高齢化、農村の過疎化が深刻な課題となって

いる。首都ソウルへの一極集中化が進み、一

方で、農村の過疎化や少子・高齢化は日本よ

りも速いスピードで進んでいる。農村に残る

人は「負け犬」といわれるほど、農業・農村

が周縁におかれ、農村を去りソウルを目指す

傾向が強くなっている。しかしながら，昨

今、韓国でも、豊かに生きることの本質的な

意味を問いながら、信念をもち、農業・農村

に誇りをもって、農村で屹立しているもい

る。本稿で紹介した韓国全羅南道海南郡の海

南サイバー農業人研究会はその先駆けであ

る。 
周南市鹿野渋川は「限界集落」と呼ばれ、

韓国・全羅南道海南郡は「地の果て」と呼ば

れているように、両地域とも負のラベリング

をされており、地方のそれもまた僻地に位置

している。しかしながら，両者とも，負のラ

ベリングをされても、農村で屹立し、地域の

ために当事者性をもって本気で農業・農村に

かかわっている。このような人々が，国境を

こえて出逢うとき、それぞれの信念や誇りを

確かめあい、国境を越えた普遍的な共通課題

を考え、学びあうことが可能となる。 
一連の過程において，山口大学は，同時代

的で普遍的で現代的な切実な課題を自由に話

し合い学び合うことのできる「知の広場」を

創出しているといえる。このような「知の広

場」をとおして，さまざまな立場の人々が，

相互尊重の立場に立って互いが学び合い成長

できるような「広義の国際協力」の関係性を

築くことができれば，個人の生き方や地域の

あり方に関する新たな価値が創造される可能

性がある。 
（エクステンションセンター 准教授） 

 
【付記】 

本事業は，渋川を良くする会，渋川自治

会，周南市，周南農林事務所，山口朝日放

送，広島修道大学， NPO 日韓農業農村文化

研究所，海南サイバー農業人研究会，海南

郡，海南農業技術院，全南大学，木浦大学，

東新大学など多くの方々のご協力のもとに成

り立つものです。紙面上，お名前をあげるこ

とはできませんが，この場を借りて，みなさ

まに御礼申し上げます。 
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